朝鮮語研究2
ヘッダとフッタはつけなくてよい (氏名)

題名はＭＳゴシック14ポイント
研究 太郎（けんきゅう・たろう）
1. 見出し
1.1. 見出し
ここは本文
である。本文は12ポイントのＭＳ明朝で書かれる。ゴシックを用いる場合はＭＳゴシックを用いる。
1.2. 見出し

上のように、見出しの直前には１行空白行を入れる。
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�) 脚注はこのようにする。ＭＳ明朝の10ポイントである。脚注番号は「上付き」になっているので、これを解除すること。また、脚注番号の右に半角閉じカッコを補い、その右に半角スペースを入れる。本文は１字「ぶら下げ」にすること。
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